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れている土坑では ・ 類の割合が高いこと、A B
、 。Ⅰ・Ⅱ類 類の割合も高いことが指摘できるa

それらの傾向を踏まえて特に用途・性格が指
摘されていない土坑群に目を向けると、寺家
オオバタケ遺跡では 類、Ⅰ類の割合の高さなA
ど陥穴に共通する形態が指摘できるが、 類がa
皆無であることを考えると陥穴土坑と断定す
るにも問題がある。御経塚遺跡の例を考えて
みると平面形態で、消極的ながら貯蔵穴との
類似が見られる。下開発茶臼山古墳群から検
出された例は陥穴と類似し、宮前熊甲神社の
例は貯蔵穴に特徴的な形式との類似を示す。
以上のように縄文時代の大型土坑について

形態分類を行い、貯蔵穴・陥穴に特徴的な形
態について指摘し、用途不明の土坑について
分析を試みた。しかし後者については、それ
ぞれ貯蔵穴・陥穴の形態との類似を示すこと
はできたが、直接的な指摘はなし得なかった。

縄文土器底部にみられる網代圧痕について
―北陸地方を中心に―

松永 篤知
縄文土器の外底面には、土器製作時に敷物

として利用された編み物や木の葉などの圧痕
が残されていることがある。本稿では、特に
「網代圧痕」の編み方に注目し、東日本・西
日本の境界をはじめとした地域的特徴や時代
的変遷について検討した。対象地域は、東西
文化の交流の場として重要な北陸地方を中心
に取り扱った。
分析の方法としては、坪井正五郎氏の方法

を基本とした 「超え ・ 潜り ・ 送り」の本。 」「 」「
数で網代の編み方を分類し、各遺跡における
編み方の種類とその数量について地域別に検

29 43 10討した 富山県 遺跡 石川県 遺跡 福井県。 、 、
遺跡、新潟県上越・中越地方 遺跡、岐阜県飛7
騨地方 遺跡の網代圧痕および全国 遺跡の実6 16
物資料について編み方の分析・考察を行った
結果、以下の知見が得られた。

北陸全体では、 本超え 本潜り 本送りを(1) 2 2 1
主体とするが、富山県の東端に位置する境Ａ
遺跡より東は 本超え 本潜り 本送りが主体と2 1 1
なり、現在の富山県・新潟県の県境付近に東
日本・西日本の境界があったものと考えられ
る。その要因としては、親不知周辺の地理的
特徴が少なからず関与していたものと考えら
れる。

石川県の加賀地方と岐阜県の飛騨地方で(2)
は、中期に東北型網代圧痕の類が多く見られ
るが、その要因としては多雪地帯という気候

条件が考えられる。この編み方は、中期前葉
における東北地方との交流の中で、北陸の多
雪地帯に広まったものと考えたい。

飛騨地方には、 本超え 本潜りで 本送り(3) 2 2 1
2 2と 本送りが交互するものが多数見られるが、

本超え 本潜り 本送りを基に生み出されたも2 1
のであると考えられ、西日本に属するものと

2 1 1考えられる。しかし後期には 本超え 本潜り
本送りが主体となり、東日本の人間が、この
時期に多く入ってきた可能性がある。

網代編みの実物資料には圧痕に見られる(4)
ような地域性が見られないが、その理由とし
ては、カゴのような実物資料と、圧痕として
残っている土器製作用の敷物は、異なる編組
技術によるものであったことが考えられる。
土器製作時の敷物のみにおいて独自の編み方
が生み出され、東日本・西日本というような
網代圧痕の境界が生み出されたものと考えら
れる。
一応本稿の第一の目的である、日本海側に

おける網代圧痕の東西の境界について明らか
にすることができ、実物資料との比較からそ
の成立要因についてまで推測することができ
た。しかし、その他の圧痕との関係や土器型
式との対応関係などについては検討すること
ができず、今後の課題として残すこととなっ
てしまった。

玉座担ぎの図に見える文化交流
本川 真輝

広大な領土を支配したアケメネス朝ペルシ
アの美術はたくさんの他の美術の影響を受け
ている。そのアケメネス朝ペルシアの美術の
中の一つである玉座担ぎの図の中に描かれて
いる図像から、特に玉座の脚がライオン足で
ある点と担ぎ人のポーズ、有翼円盤に注目し
て文化交流の跡を見ていこうと思う。
玉座担ぎの図とは帝王の支配下にいる民族

が全て描かれ、王の乗っている玉座壇を担い
でいるという図であり、王の権力を象徴的に
表わしている図である。玉座担ぎの図はダリ
ウスⅠ世の墓のレリーフに用いられたのが最
初である。この玉座担ぎの図が後継者の墓の
レリーフにも用いられ、ダリウス 世の墓のⅠ
レリーフを模倣していた。この墓のレリーフ
の他に作られたのは、ダリウスⅠ世がエジプ
ト人に作らせたスーサ出土のダリウス像の基
底部の絵である。このダリウス像を玉座担ぎ
の図に入れたのは、まず王の下に描かれてい
る人々が被支配民族が全て描かれている点と


